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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論文 は 、 イ ン ド最 古 の文 献 『リグ ヴ ェー ダ』 を資 料 に、 移 動 を意 味 す る代 表 的 な5つ の 動
詞 、8δ、gα勉、 の、 如α〃2、6α7を選 ん で、 そ の 語 根 、 現 在 語 幹 、 ア オ リス ト語 幹 、 完 了 語 幹 等
と、 更 にそ れ らの 法(mood)に 現 れ る意 味 要 素 を、 形 態 との 関 連 で考 察 した 文献 学 的 ・言 語 学
的 研 究 で あ る。 筆 者 が 特 に 留 意 して い る 点 は 、 動 き の 方 向 性(遠 心 的centrifugal::求・心・的
centripetal)、時 間軸 の 中で の動 作 の起 こ り方(Aktionsart)、お よ び、 アス ペ ク トとの関 連 で、
文 中 で 実現 さ れ る ス ィ ンタ ク ス 上 の機 能 な どで あ る。
『リグ ヴ ェー ダ 』 の全 用 例 の 調 査 に基 づ き 、 明 示 的 例 を 引用 して 訳 を掲 げ 論 じて い る。 『リ
グ ヴ ェー ダ 』の翻 訳 は難 度 の高 い課 題 で あ る が、ど の例 文 も筆 者 の手 で 検 討 され た 結 果 で あ り、
信頼 で き る水 準 に あ る と言 え る。 基 礎 語 彙 を扱 って い るた め、 特 殊 な 角 度 か ら光 を 当て た リグ
ヴ ェー ダ研 究 と もな って お り、 そ れ だ け に、 引用 され る個 々 の箇 所 につ いて 、 解 釈 の根 拠 、 既
存 の解 釈 との相 違 な どに 亘 る よ り詳 しい注 記 が 望 まれ る と ころで あ る。 た だ し、 そ の分 、 論 旨
が 明確 に な る とい う利 点 は あ る。
gσの 語 根 の 原 義 を、筆 者 は 「一 歩 を踏 み 出す」 あ た りに設 定 して い る。 こ の語 義 は アオ リス
ト(Aorist)語幹 に直 接 反 映 され るが 、 語 根 か ら接 尾 辞 を介 在 さ せず に作 られ る語 根 アオ リス
トは、 イ ン ドヨー ロ ッパ 祖 語 に遡 る形 成 で あ る。 同語 幹 はcomplexive(動作 が そ もそ も起 こ る
か 起 こ らな い か を 問 題 にす る 、 時 間 的 広 が りを 持 た な い 動 作 と し て 表 現 す る見 方 、)な い し
ingressive(既に 起 き た こ と と して 表現 す る 見 方)の 意 味で 、空 間 移 動 が 完 了 した こと を確 認 す
る場 合 の表 現(Konstatierung)に用 い られ て い る とす る。 ア オ リス トのsubjunctiveと完 了 語 幹
と が 事 実 上 用 い ら れ な い こ と も、 こ の 語 彙 の 性 質 か ら 説 明 さ れ て い る。動 き の 方 向 は
centrifugal(遠心 的)で あ り、 前 置 詞 ∂ 「に 向か っ て、 ま で 」 と用 い られ る 場 合 に は、 動 作 完
了 の観 念 と組 み合 わ され てcentripetal(求心 的)な 動 き を表 す こ とにな る と結 論 づ けて い る。
同 じ くイ ン ドヨー ロ ッパ 祖 語段 階 に遡 る重 複(reduplication)を伴 う現 在 語 幹 は遠 心 的 な 動
き に用 い られ 、 力強 さ、 早 さ を含 意 し、 擬 人 的 用 法 も認 め られ る とす る。 到 着 点 の表 示 無 し に
用 い られ る こ とが 多 く、 到 着 点 が 挙 げ られ る場 合 に も、 そ こへ 向 か う動 きそ の も の に強 調 が 置
か れ 、 共 に用 い られ る 前 置 詞 に は 動 作 の 継 続 を含 意 す る も の が 多 い こ と を 確 認 し て い る。
injunctive(言及 法)が 事 実 上 用 い られ な い理 由 は 将 来 の研 究 に委 ね られ て い る。 完 了語 幹 は
optaitve(願望 法)が1回 在 証 され る のみ で あ るが 、 これ につ いて はgα〃zの項 で 纏 めて 重 要 な 問
題 提 起 が為 され て い る(pp。69ff.)。
gα〃zの基 本 語 義 につ い て は 独 立 した 考 察 が 加 え られ て い な い が 、現 在 語 幹 の 接尾 辞*一s£胚 に
関 す る 文 脈 で、terminative(〔終 わ り また は 始 め の〕 限 界 を も つ 動作)の 意 味 要 素 を あ る 段 階
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で得 る に至 って い た とす る(pp.127)。現 在 語 幹 か らの 影 響 か 、語 根 の意 味 要 素 に素 因が あ る の
か に つ いて は、 課 題 と して 残 さ れ て い る。 いず れ に して も、 この 仮 説 は、 ラ テ ン語 の 膨痂 、
英 語 の ω〃zθ、 ドイ ッ語 の 加〃吻 θη に見 られ る 「来 る」 へ の意 味 展 開 にお いて も考 慮 に加 え るべ
き重 要 な 指 摘 で あ る。gα〃zがgδ と異 な り、原 則 と して 常 に 目的 地 の 呈 示 を伴 い、「… へ の 到 着 」
あ る いは 「…へ の 出発 」 に強 調 を置 いて 用 い られ て い る こ とが 、 特 に現 在 語 幹 と完 了語 幹 にお
いて 明瞭 に確 認 され て お り、 仮 説 を支 持 す る も の とな って い る。
gα〃zのア オ リス ト語 幹 は、筆 者 に よ れば 、一 貫 してactualな過 去(今 し方 起 きた こ との 報 告)
に用 い られ て お り、g4が 専 ら確 認 に用 い られ る こ と と対 照 を なす 。 確 認(Konstatierung)の
機 能 が 確 定 で き る のは 遠 い過 去 の 出 来 事 に関 して のみ で あ るか ら(Hoffmann)、全 用 例 が そ う
解 釈 で き るか 否 か の判 断 は、 今 の と こ ろ理 論 的 に不 可 能 で あ る と して も、 指 摘 は 重 要 で あ る。
あ る いは 、 今 回 の よ うな 指 摘 に基 づ い て この 問 題 が 詰 め られ る 可 能 性 が あ る 。 筆 者 は この 差 の
原 因 を語 根(及 び ア オ リス ト語 幹)本 来 の 意 味 要 素 の 差 に帰 して い る。 妥 当 で は あ る が 、 独 立
した 明 晰 な 議 論 の一 節 が 設 け られ て いれ ば 、 よ り明 解 な 成 果 が 提 出 され て い た もの と惜 し まれ
る。g襯 に つ い て も、 何 らか の結 論 を纏 め た一 節 が あれ ば 一 層理 解 しや す い も の とな ろ う。
の は 最 も広 い 意 味 で 「行 く」 全 般 を 表 し、 語 根 の ま ま で 現 在 語 幹 と し て機 能 す るdurative
(継続 的)なAktionsartをもつ 動 詞 で あ り、 ア オ リス ト語 幹 を 欠 く。 前 置 詞 の 働 き と、 目的
地 、 出 発 点 な ど を表 示 す る名 詞 の 格 形 の 助 け とに よ って 、 始 め 、 あ るい は 、 終 わ りの あ る 動 作
(terminative)に変 化 す る こ とは、 「行 く」 とい う意 味 内 容 自体 に属 す る 事 柄 で あ る。 この 語
根 は、 主 語 、 移 動 の 様 態 ・手 段 ・方 海 な どに 関 わ らな い移 動 を 意 味 す る。
ん名π〃3は 「脚 を広 げ て 歩 み 、踏 み し め る」 を意 味 す る。activeとmiddleとで語 根 階 梯 を 異 に
す る現 在 語 幹 の 形 成 法 につ いて は 、 一 般 説 と本 報 告 の 主査 の 説 とが 未 だ に併 存 す る が、 これ に
対 す る明 解 な解 答 は 提 出 され て い な い。 お そ ら く語 幹 形成 法 全 体 に関 わ る 独 立 した 主 題 で あ ろ
う。gδ の 現在 語 幹 露 盈 が 次 第 に使 わ れ な くな っ て ゆ く過 程 で 論7α〃zがそ の 一部 を担 うに 至 っ
た とす る 指 摘 には 説 得 力 が あ る。
oα7は 「動 く、 動 き 回 る、 働 く」 を 意 味 す る語 根 で あ る。 太 陽(天 体)の 上 昇 に つ いて 用 い
られ る 〃o-6獄の特 別 な 用 法 と、そ れ が 古 い語 法 の残 存 で あ る可 能 性 の指 摘 は興 味 深 い。さ ら に、
ギ リ シ ャ語 等 の 資料 を 精 査 し、 他 の 可 能性 を も吟 味 して独 立 した 論文 と して発 表 す る価 値 が あ
る もの と思 わ れ る。
本 論 文 の 提 出 者 は 、ス ラ ヴ語 派 に属 す るブ ル ガ リア語 を母 語 と し、 ロ シア語 、英 語 、 日本語 、
ヒ ンデ ィー 語等 の現 代 語、 さ らに 西 洋 古典 語 に も優 れ た 能 力 を持 っ て い る。 そ の こ とが 動 詞 の
もつ細 か な 意 味 内容 を検 証 す る 際 に有 効 に働 い て い る。特 に 動 詞 の ア ス ペ ク ト(この場 合 に は、
動作 を継 続 中の もの と して 捕 らえ る か 、 全体 と して起 こる起 こ らな い を 問題 と して見 る か、 と
い う見 方 の 差)に つ い て は 、 議論 に 提 出 す る こ と を意 図 的 に 控 え て い る が 、組 織 化 され た ア ス
ペ ク ト体 系 を もつ母 語 か らの検 証 が常 に 背後 に あ り、支 え とな っ て い る こ とが 看 取 され る。『リ
グ ヴ ェー ダ』 の 言語 分 析 に適 し、 か つ 普遍 性 を も つ 定規 ・術 語 の 整備 と一 層 の理 論 化 、 お よび
他 め研 究 者 ・研 究 領 域 にお い て用 い られ る 「定 規」 との 照合 が今 後 の課 題 とな ろ う。 古 イ ン ド
ア ー リヤ 語 、 特 に 『リグ ヴ ェー ダ 』 にお い て ア ス ペ ク トが ど こ まで 生 き て い た か とい う問題 は
決着 して いな い。 本 論 文 は ア ス ペ ク トが 生 き て い る部 分 を指 摘 してお り、 一 つ の判 断 材 料 を提
出 して い る こ とに な る 。
課 題 と して は、 まず 、 筆 者 の発 案 に な る と思 わ れ る 「inceptive」とい う概 念 の 明確 な 定 義 、
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inchoative、ingressiveなど との 関係 の 整理 が求 め られ る。 語 根 の意 味 と接 尾 辞 の 機 能 の 明 晰 な
分 析 も必 要 で あ る が、勧α〃2以外 は他 の言 語 にお いて も重 要 語 彙 で あ るだ け に、イ ン ドヨー ロ ッ
パ祖 語 に遡 る分 析 に踏 み込 む こ とが次 の課 題 とな る。 また 、 アオ リス ト語 幹 と現 在 語 幹 とが ど
の 程 度 同 じ1exemeに属 す る語 形 と して 相 互 に影 響 し合 っ た のか 、 今 回 の研 究 を基 礎 と して解
明 す る必 要 が あ る。suppletion(補完 現 象)の 実 態 に も 一 層 踏 み 込 む 必 要 が 出 て くる。 ア オ リ
ス トの機 能 と して、 確 認(Konstatierung)と、 ま さ し く完 了 した こ との報 告(actua1)との 間
には微 妙 な 問題 が あ り、 本 論 文 は この方 面 の新 た な研 究 の 契 機 とな る事 柄 を提 出 して い る。 移
動 方 向 の 「遠 心 的 」::「求 心 的 」 に う い て は 、 話 者 の 観 点 を導 入 して 整 理 し、 論 じ る必 要 が あ
る。
課 題 と して 述 べ た 諸 点 は 、 本 論 文 の達 成 の上 に立 って 進 め られ るべ き 事柄 で あ り、 そ の意 味
で も、 本 論 文 にお いて 為 され た 研 究 と成 果 とは 評 価 に値 す る。
既 に触 れ た諸 点 の他 に も、 成 果 と して 評 価 で き る点 は個 々 に提 出 され て お り、 翻 訳 、解 釈 、
先行 研 究 に 関す る修 正 も多 い。 個 々 の語 彙 を超 えた 成 果 の 中 で は 、 何 れ の 現 代語 に もあ る 「行
く」(centrifugal)::「来 る」(centripeta1)の対 比 が 独 立 した 語 彙 によ っ て 担 わ れ て は い な か っ
た こ と、 こ の事 情 が イ ン ドヨー ロ ッパ 祖 語 に まで 遡 る で あ ろ う こ と、現 在 語 幹 接 尾 辞*一ε忍6一の
機 能 の 明確 化(:anfangsterminativ)などが 特 筆 され る。
以 上 の勘 案 に基 づ き、 本 論 文 は博 士(文 学)の 学 位 授 与 に十 分 な資 格 を有 す る もの と認 め ら
れ る。
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